
２０２０年８月３日 

 

「アルファバンクの農福連携セミナー」を開催します！ 

      ～全国で広がりを見せる農業と福祉の連携についてご案内～ 

 

株式会社京葉銀行（頭取 熊谷 俊行）は、２０２０年９月１１日（金）、県内の農業生産者、

生鮮・加工品販売業者、医療・福祉関連事業者等を対象に、「アルファバンクの農福連携    

セミナー」※を開催いたします。 

※農福連携：障がいのある方などが農業分野で活躍することを通じ、自信や生きがいを持って社会参画を 

実現していく取り組みのこと 

 

【背景】 

農業従事者の高齢化や減少、耕作放棄地の増加が社会問題となる中、農福連携はこれらの 

問題を解決する有効な取り組みとして全国に広がりを見せています。 

新型コロナウイルスの影響による休業等で、仕事を失った障がいのある方が、新たに農業

現場で活躍するなど、農福連携への注目が高まっています。 

 

【目的】 

当行では、近年注目される「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ※）」を踏まえ、農福連携に   

ついて情報提供することで、地域が抱える社会・環境課題の解決に努めてまいります。 

※ＳＤＧｓ：2015年に国連で採択された 2030年までの「持続可能な世界を実現するため」の 

17の国際目標 

 

【概要】 

日 時 
２０２０年９月１１日（金） 

 １３：３０～１６：５０（受付開始１３：００） 

会 場 
京葉銀行千葉みなと本部２階 αガーデンホール 

千葉市中央区千葉港５－４５ 

テーマ 

・ 

講 師 

第１部 「農福連携の現状と今後の展望について」 

      一般社団法人日本基金 理事 木下 卓 氏 

第２部 「農福一体のソーシャルファーム」 

      埼玉福興株式会社 代表取締役 新井 利昌 氏 

定 員 先着３０名 ※要予約 

参加費 無料 

 

当行では、今後もお客さまのニーズにお応えできるよう、多様な情報・サービスの提供に  

努めてまいります。  

以 上 



＜セミナー概要＞

日時 ：2020年9月11日（金）
13：30～16：50（13：00受付開始）

会場 ：京葉銀行千葉みなと本部２階 αガーデンホール

ＪＲ京葉線「千葉みなと駅」 徒歩１０分（裏面を参照ください）

定員 ：30名（新型コロナウイルス対策を徹底して開催します）
申込方法：ＦＡＸまたは当行ホームページにてお申し込みください

（ＦＡＸでお申し込みの際は、裏面の申込用紙を送信してください）

申込締切：2020年9月4日（金）

第１部（13時40分～15時10分）

農福連携の現状と今後の展望について
農福連携の現状について事例等を交えて説明するほか、農福連携推進
に向けた国の取り組み、２０１９年新たに制定された「ノウフクＪＡＳ
※」の
概要、今後の農福連携の展望等について説明します。
※障がい者が生産行程に携わった食品についての規格

【一般社団法人日本基金 理事 木下 卓氏】

アルファバンクの農福連携セミナー

「農業従事者の高齢化や減少、耕作放棄地等の環境問題」、「障がい者や生活困窮者・ニート・

引きこもり者の就労問題」。農福連携は、このような問題を解決する有効な取り組みとして全国に
広がりを見せており、農林水産省を中心に国民的運動として推進しています。
新型コロナウイルスの影響による休業等で、仕事を失った障がい者が、新たに農業現場で活躍

するなど、今後ますます注目が集まる農福連携の取り組みについて２名の講師よりご講演いただき
ます。

参加費
無料

第２部（15時20分～16時50分）

農福一体のソーシャルファーム
「障がい者とともに人生を歩む環境とシステム創造」を目的に埼玉福興
株式会社を１９９６年に設立。地域の課題解決、地域活性化への貢献を
目指した取り組みについて紹介します。

【埼玉福興株式会社 代表取締役 新井 利昌氏】

全国で広がりを見せる農業と福祉の連携



参加申込書
京葉銀行 法人営業部 法人営業グループ 行

ＦＡＸ０４３－３０１－７０５９

ホームページからのお申し込みは ⇒ 京葉銀行 アグリビジネス 検索

◎セミナー会場アクセス

お電話でのお問い合わせは ⇒ フリーダイヤル0120-551-210番号「３」を選択してください。
携帯電話からは043-204-5480（有料）をご利用ください。
※ご記入いただいたお客さまの情報は当セミナー及び今後開催するセミナーのご案内に利用させて

いただきます。

貴社名 業種

ご住所

〒 -

ＴＥＬ ＦＡＸ

Ｅ-Ｍａｉｌ

所属・役職名・参加者氏名

所属・役職名・参加者氏名

【講演者紹介】
・木下 卓氏（一般社団法人日本基金 理事、一般社団法人日本農福連携協会 事務局長）

２０１９年３月まで農林水産省に在籍し、２年間ほど農福連携予算の設計、全国農福連携推進協議会

（現 （一社）日本農福連携協会）の立ち上げの他、ノウフクＪＡＳの基本設計に携わる。退職後は（一社）日本基金の
理事として農福連携、ノウフクＪＡＳについて講演を多数実施。現在はノウフクＪＡＳの取得を希望する事業者を対象にした
講習会で講師を務めている。

・新井 利昌氏（埼玉福興株式会社 代表取締役、関東農政局 関東ブロック障害者就労促進協議会 会長、公益社団法人
全国重度障害者雇用事業所協会 常務理事 他）

知的障害者生活寮「年代寮」寮長を務めながら大学を卒業。１９９６年埼玉福興㈱を設立し、農業への異業種参入を
実現。障がい者とともに野菜の水耕栽培、露地栽培、オリーブの栽培・利用加工などを手掛け、ソーシャルファームという
新しい概念で社会的就労困難者の働く場を提供している。「自分たちで創り出す福祉」の考え方に基づき、人生の
２大要素である「就労」と「生活」に焦点をあてたソーシャルインクルージョンが実現された豊かで幸せな社会を
創り出すことを目指す。

〒260-0026
千葉市中央区千葉港５－４５
[電車でのアクセス]
ＪＲ京葉線千葉みなと駅より徒歩10分
［お車でのアクセス」
○東京方面から：東関東自動車道
「湾岸習志野Ｉ．Ｃ」 約１５分
○成田方面から：東関東自動車道
「湾岸千葉Ｉ．Ｃ」 約１０分
［駐車場］
お車でお越しの際は、地図上に記載の当行専用の
駐車場をご利用ください。

駐車場


	20200803nouhuku.pdf
	９月開催　セミナーチラシ「農福連携セミナー」.pdf
	スライド番号 1
	スライド番号 2


